了祥における「歎異抄」の研究 by 細川 行信
了
祥
に
お
け
る
『歎
異
抄
』
の
研
究
細 
川 
行 
信
(
大
谷
大
学
助
教
授
)
は
じ
め
に
『
歎
異
抄
』
は' 
か
っ
て
蓮
如
上
人
が
「
当
流
大
事
聖
教
」
と
さ
れ
て
以
来
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸
時
代
へ
か
け
て
、
相
当
数
に
及
ぶ 
書
写
本
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
宗
門
内
に
お
い
て
可
成
り
読
ま
れ
た
事
が
窺
わ
れ
る
が
、
し
か
し' 
そ
の
著
者
が
明
確
で
な
い
こ
と
は
、
 
聖
教
編
纂
の
場
合
も
問
題
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
西
本
願
寺
で
主
と
し
て
行
わ
れ
た
覚
如
上
人
説
に
対
し' 
東
本
願 
寺
で
は
香
月
院
深
励(
一
七
四
九
〜
一
入
一
七)
が
恵
空
・
慧
琳
の
説
を
承
け
、
さ
ら
に
所
謂
「
三
文
一
理
」
を
立
て
て
如
信
上
人
と
推
定 
(
『歎
異
鈔
講
義
』)
し' 
こ
れ
が
高
倉
学
寮
の
伝
統
の
説
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し' 
明
治
に
入
っ
て
『
歎
異
抄
』
が
宗
門
の
内
外
を
と
わ 
ず
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ま
ず
明
治
三
十
二
年
、
 
深
励
の
『
歎
異
鈔
講
義
』
に
つ
い
で
、
同
四
十
年
に
妙
音
院
了
祥(
一
七
八 
ハ
〜
一
八
四
ニ)
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』
が
平
松
理
英
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
や
、
ひ
ろ
く
研
究
の
た
め
に
も' 
こ
の
『
聞
記
』
が
用
い
ら
れ 
る
に
至
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
了
祥
と
い
え
ば
実
は
深
励
の
門
下
で
あ
り
、
か
つ
て
学
寮
に
入
り
、
そ
の
社
中
の
一
人
と
し
て
勉
学
し
、
寮
司
に
ま
で
進 
ん
だ
が
、
そ
の
の
ち
三
河
の
自
坊
へ
帰
っ
て' 
歴
史
的
考
証
の
上
に
立
っ
た
独
自
の
研
究
を
進
め' 
と
く
に
『
一
枚
起
請
文
講
義
』
・
『
異 
義
集
』
・
『
後
世
物
語
聞
書
講
義
』
・
『
選
択
集
昨
非
鈔
』
・
『
歎
異
鈔
聞
記
』
・
『
評
弥
陀
経
義
集
』
・
『
弁
御
消
息
集
』-
『
末
法
燈
明
記
講
義
』 
了
祥
に
お
け
る
『
歎
異
抄
』
の
研
究 
一
四
三
一
四
四 
な
ど
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
、
こ
の
う
ち
『
歎
異
鈔
聞
記
』
は
最
晩
年
の
講
義
で
あ
り
、
『
歎
異
抄
』
研
究
に
お
け
る
古
今
独
步
と
い
わ 
れ
る
も
の
で
あ
る
。
就
中' 
そ
の
鋭
利
な
推
察
と
精
緻
な
考
究
は
、
当
時
の
宗
学
研
究
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
と
に
貴
重
な
も
の
と
云
わ
な 
く
て
は
な
ら
な
い
が' 
私
に
は
特
に
そ
の
了
祥
に
お
け
る
『
歎
異
抄
』
研
究
の
方
法
論
に
注
意
が
惹
か
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
今
『
歎
異 
抄
』
の
著
者
に
関
し
て' 
師
の
深
励
が
如
信
上
人
と
決
択
し
た
の
に
対
し
、
河
和
田
の
唯
円
と
論
定
し
た
事
な
ど
、
ま
こ
と
に
適
切
な
料 
簡
に
よ
る
所
説
を
出
し
た
が' 
実
は
か
か
る
結
論
的
見
解
に
至
る
ま
で
の
、
了
祥
み
ず
か
ら
が
步
ん
だ
研
究
過
程
を' 
私
な
り
に
出
来
る 
だ
け
具
体
的
に
も
と
め
、
以
っ
て
そ
の
一
途
な
精
進
の
ほ
ど
を
偲
ぶ
縁
と
し
た
い
。
一
『
歎
異
鈔
聞
記
』
は
天
保
十
二(
一
ハ
四
一)
年
ハ
月
十
二
日
に
開
講
し
、
そ
の
講
義
の
完
結
を
み
ず
し
て' 
翌
十
三
年
四
月
ハ
日
、
 
つ
い
に
了
祥
は
五
十
五
歳
で
示
寂
し
た
た
め
、
い
わ
ば
未
完
成
の
講
録
と
申
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
所
破
の
異
義
に
つ
い
て
の
詳
細
な 
研
究
に
も
と
ず
く
講
述
は' 
了
祥
一
代
に
亘
る
研
鑽
の
総
決
算
と
も
い
う
べ
き
も
の
で' 
そ
れ
が
歴
史
的
・
思
想
的
背
景
を
重
視
し
た
地 
道
な
研
究
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
こ
に
至
る
迄
の
過
程
を
考
え
て
み
た
い
。
今
は
一
応
、
そ
の
初
老
以
後
に
お
け
る
講
述
中' 
一
般
に
知
ら 
れ
る
著
作
を
年
次
順
に
並
べ
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
年 
歳
ー
〃 〃
天
保
七 二 元
一
四
九
四
―1-.
四
四
四
三
一
 
後
世
物
語
聞
書
講
義(
一
巻)
閑
窓
独
語(
一
巻)
・
女
人
往
生
願
海
章(
一
巻)
・
一
枚
起
請
文
聞
記(
一
巻)
，
 
正
信
偈
聞
書(
二
巻)
末
法
燈
明
記
講
義(
一
巻)
選
択
集
昨
非
鈔(
五
巻)
ー
〃 
ー
ニ
ー
五
四
一
浄
土
文
類
聚
鈔
講
義(
四
巻)
・
歎
異
鈔
聞
記(
三
巻)
今' 
こ
の
一
覧
の
順
序
に
し
た
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
述
内
容
を
窺
え
ば
、
了
祥
の
研
究
方
法
を
概
ね
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ 
は
と
も
か
く
と
し
て
、
最
後
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』
に
「
私
­
一
モ
、
ハ
ヤ
三
度
ホ
ド
講
ジ
テ
ミ
タ
ガ
」(
真
宗
大
系
本
一
三
頁
上)
と
い
い
「
今 
マ
デ
三
度
此
鈔
ヲ
ヨ
ム
ガ
」(
真
大
本
一
ハ
頁
上)
と' 
い
ま
ま
で
に
『
歎
異
抄
』
を
三
度
講
読
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
随
所
に
『
選
択
集
』 
や
『
教
行
信
証
』
を
は
じ
め' 
『
末
法
燈
明
記
』
・
『
往
生
要
集
』
・
『
語
燈
録
』
・
『
唯
信
鈔
』
な
ど
が
引
文
さ
れ
る
と
共
に' 
異
義
に
関
し 
て
は
前
に
ま
と
め
た
『
異
義
集
』
に
よ
る
と
こ
ろ
多
く
、
こ
の
ほ
か' 
と
く
に
『
末
燈
抄
』
・
『
御
消
息
集
』
・
『
血
脈
文
集
』
な
ど
宗
祖
の 
御
消
息
も
屢
々
用
い
ら
れ
て
い
る
事
は
、
私
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
了
祥
に
お
け
る
『
歎
異
抄
』
の
研
究
、
 
す 
な
わ
ち
『
聞
記
』
を
加
え
て
四
度
の
講
義
は' 
そ
の
回
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
研
究
を
深
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て 
『
聞
記
』
に
『
歎
異
抄
』
後
序
の
一
段
に
つ
い
て
「
時
二
香
月
院
モ
茲
ニ
マ
ゴ
ツ
カ
レ
、
私
ー
一
モ
前
ノ
講
録
ニ
ハ
大
イ
ー
ー
迷
ツ
タ
ガ' 
今 
度
ヨ
ク
究
理
シ
テ
ミ
ル
ニ
」(
真
大
本
四
一
頁
下)
と
あ
り
、
そ
の
一
途
な
研
鑽
の
ほ
ど
が
察
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
実
は
、
こ
の
前
三
回
の 
講
義
の
う
ち
偶
・
、
文
政
十
一(
一
八
二
八)
年
の
講
録
の
写
本
に
眼
福
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
御
消
息
と
し
て
は
『
弁
御
消
息 
集
』
し
か
知
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
先
般
は
か
ら
ず
も
『
末
燈
鈔
聞
書
』
の
講
録
を
詳
し
く
知
る
事
が
で
き
、
こ
こ
に
『
異
義
集
』
の
労
作 
と
共
に
、
新
ら
し
く
右
の
両
講
録
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
貫
し
た
研
究
の
方
法
と
過
程
を
更
に
詳
し
く
知
る
縁
に
恵
ま
れ
た
事
は' 
私
な
り 
に
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
猶
こ
う
し
た
了
祥
に
お
け
る
研
究
の
態
度
が
、
若
き
法
住(
一
ハ
〇
六
〜
一
八
七
四)
を
し
て
そ
の
門
に 
学
ば
し
め
、
後
そ
の
了
祥
の
説
を
「
三
河
和
上
ノ
発
揮
」
と
し
て
、
敬
慕
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ 
の
法
住
の
入
門
は
文
政
ハ(
一
八
二
五)
年
の
こ
と
で
、
そ
の
の
ち
十
一
年
間
、
師
弟
共
に
『
歎
異
抄
』
の
領
解
に
努
め
、
と
く
に
元
祖
・
 
宗
祖
門
下
の
異
義
の
研
究
と
、
宗
祖
御
消
息
の
研
究
に
精
進
し
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
つ
い
て
大
谷
大
学
図
書
館 
に
所
蔵
さ
れ
る
了
祥
自
筆
の
『
異
義
集
』
十
六
冊
は
『
続
真
宗
大
系
』
本
の
解
題
に
も
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に' 
か
な
り
長
い
期
間
に
亘
る 
了
祥
に
お
け
る
『
歎
異
抄
』
の
研
究 
-
四
五
一
四
六 
筆
録
編
輯
で
あ
り
、
欄
外
に
ま
で
及
ぶ
註
記
は
、
そ
の
の
ち
逐
次
追
加
し
て
い
っ
た
苦
心
の
ほ
ど
が
窺
わ
れ
る
も
の
で' 
と
く
に
そ
の
第 
十
一
冊
中
に
「
文
政
十
丁
亥
之
仲
夏
」
の
記
入
が
あ
り' 
さ
ら
に
第
十
五
冊
と
第
十
六
冊
に
も
夫
・
の
表
紙
に
「
文
政
十
丁
亥
之
首
夏
」
と 
誌
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
十(
一
八
二
七)
年
を
挾
ん
で
前
後
数
年
に
わ
た
る
、
 
い
わ
ゆ
る
談
義
本
の
収
集
と
そ
の
考
証
の
結
果
で
あ 
る
と
申
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
『
異
義
集
』
撰
述
の
傍
ら
『
歎
異
抄
』
が
講
じ
ら
れ
た
事
に
つ
い
て
は
、
徳
厳
筆
記
の
『
歎 
異
鈔
聞
記
』
に
「
文
政
十
一
年
戊
子
五
月
七
日
開
講
」
と
あ
り
、
前
九
条
を
三
十
二
回
に
分
け
て
述
べ
て
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
其
十
七
」 
の
と
こ
ろ
に
「
其
一
念
義
ガ
立
方
八
去
年
具
ー
ー
弁
ジ
テ
」
と
し
て
「
一
枚
起
請
文
再
講
ノ
ト
キ
ヲ
云
」
と
割
註
の
あ
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
・ 
文
政
十
年
に
『
一
枚
起
請
文
』
の
講
義
が
行
わ
れ
た
事
が
わ
か
る
が' 
猶
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
記
の
徳
厳(
駿
河
の
長
栄
寺
に
住
し
、
徳
水- 
穂
洲
，
僧
淳
，
僧
瀑
と
も
称
す)
が
三
河
へ
来
て'
枕
流
社
に
列
し
て
了
祥
よ
り
筆
録
し
た
講
録
中
、
『
一
枚
起
請
文
耳
喰
』(
二
冊)
の
乾 
に
「
于
時
文
政
第
十
丁
亥
年
晩
夏
十
九
日
開
筵
」
と
あ
り
、
ま
た
『
一
枚
起
請
文
随
聞
記
』(
一
冊)
に
は
初
め
に
「
鳳
州
亀
水
講
主
述
禿 
士
穂
洲
執
筆
」
と
あ
り
、
終
り
に
「
一
枚
起
請
文' 
此
文
元
祖
大
師
鶴
林
ノ
極
唱
一
代
ノ
終
帰
爰
二
尺
テ
無
“
不
“
尽
、
漢
和
一
代
ノ
聖
教 
ヲ
広
ト
シ
選
迟
一
巻
ノ
本
末
ヲ
略
ト
シ
此
文
一
馬
ヲ
要
ト
ス
ベ
シ
」
と
し
、
さ
ら
に
奥
書
に
「
于
時
文
政
第
十
丁
亥
歳
秋
ハ
月
於
大
艸
正 
楽
精
舎
開
筵 
副
講
鳳
洲
了
祥
寮
司
述 
釈
氏
徳
厳
識
」
と
記
し
、
そ
の
再
度
に
亘
る
講
義
に
よ
っ
て
も
『
起
請
文
』
研
究
の
重
要
性
が 
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
『
興
御
書
』
・
『
唯
信
鈔
』
・
『
後
世
物
語
』
・
『
弥
陀
経
義
集
』
な
ど
の
研
究
か
ら
窺
え
ば
、
と
く
に
元
祖
お
よ
び
そ
の 
門
下
に
注
目
し
て
い
た
事
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
元
祖
門
下
の
研
究
は
、
当
時
ひ
ろ
く
読
ま
れ
て
い
た
『
語
燈
録
』
の
会
通
に 
も
刺
戟
さ
れ
て
、
宗
祖
御
消
息
の
研
究
へ
と
向
わ
し
め
た
よ
う
で
『
弁
御
消
息
集
』
は
そ
の
成
果
と
い
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た 
既
に
先
輩
の
宣
明
の
『
末
燈
鈔
節
義
』(
一
八
〇
四
年
述)
や
法
海
の
『
末
燈
鈔
壬
申
記
』
二
ハ
ニ
ー
年
述)
な
ど
講
録
の
あ
る
『
末
燈
鈔
』 
研
究
に
つ
い
で' 
了
祥
み
ず
か
ら
も
『
末
燈
鈔
』
を
講
じ
て
『
末
燈
鈔
聞
書
』
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
『
聞
書
』
は
全
二
十
二
通
に
わ
た 
っ
て
講
述
し
た
も
の
で
は
な
い
が' 
第
一
・
ニ
・
五
・
十
七
ニ
ニ
・
四
・
六
・
七-
十
四
・
十
五
・
十
八
・
ハ
通
の
順
序
で
、
重
点
・
達
意
的
に
述
べ
た
も
の
で
『
末
燈
鈔
』
研
究
の
上
で
、
と
く
に
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
こ
れ
が
了
祥
に
お
け
る
『
歎
異
抄
』
研 
究
上' 
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
は
更
に
内
容
に
入
っ
て
私
考
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
書
は
表
題
解
説
の
と
こ
ろ
で 
「
今
日
写
シ
シ
マ
フ
タ
ラ
文
政
十
二
六
月
廿
三
日
」
と
あ
り' 
文
政
十
二(
一
八
二
九)
年
の
講
義
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が 
っ
て
今
、
こ
こ
に
あ
げ
た
講
録
を
中
心
に
、
そ
の
期
間
中
の
開
筵
を
徳
厳
筆
写
本
に
よ
り
補
い' 
一
覧
表
を
作
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。
〃 〃 文
政
ニー〇
四 四 四
ニー〇
御
文
耳
喰(
四
月
・
四
冊)
・
一
枚
起
請
文
耳
喰(
六
月
・
ニ
冊)
・
一
枚
起
請
文 
随
聞
記(
ハ
月
・
一
冊)
・
論
註
随
聞
記(
九
月
・
七
冊)
・
異
義
集(
撰
述
中) 
三
心
訓
義
問
答
馨
記(
二
月
・
ニ
冊)
・
歎
異
鈔
聞
記(
五
月\
冊)
・
御
文
章 
十
六
難
文(
六
月
・
一
冊)
・
正
信
念
仏
偈
筆
記(
九
月
丄
ニ
冊) 
末
燈
鈔
聞
書(
六
月
・
ニ
冊)
二
文
政
十
一
年
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』
は
、
後
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』
に
先
立
つ
前
三
回
の
講
述
中' 
何
回
目
に
当
る
も
の
か
、
ま
だ
私
に
は 
明
ら
か
に
し
え
な
い
が' 
両
『
聞
記
』
の
間
に
十
三
年
の
距
り
が
あ
る
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
研
究
上
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
と 
考
え
ら
れ
る
。
今
こ
れ
に
つ
い
て '
前
『
聞
記
』
を
詳
し
く
う
か
が
う
と
『
歎
異
抄
』
の
作
者
に
関
し
て
「
旧
キ
聖
教
目
録
幷
二
西
ノ
法 
要
、
是
ー
一
八
覚
師
ノ
御
作
ト
シ
テ
ア
リ' 
覚
師
ノ
御
作
ノ
終
二
歎
異
抄
・
決
定
抄
ヲ
挾
ダ
ガ
法
要
ヂ
ヤ
、
倦
恵
空
ノ
聖
教
目
録
幷
二
近
来 
ノ
仮
名
聖
教
ー
一
ハ
如
信
上
人
ノ
御
作
ト
シ
テ
入
レ
テ
ア
リ
、
ソ
レ
ガ
モ
ト
年
号
モ
ナ
ク
作
者
モ
ナ
イ
聖
教
デ
、
蓮
師
ノ
御
跋
ガ
ー
寸
ツ
イ 
テ
オ
ル
ガ
夫
レ
モ
ド
ナ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ナ
イ
、
 
由
テ
靜
ガ
出
来
タ
モ
ノ
、
乍
去
ソ
コ
ヲ
亀
陵
師
幷
二
亀
洲
師
議
論
ヲ
定
メ
テ
三
証
一
理 
コ
レ
ヲ
モ
ッ
テ
如
信
サ
マ
ニ
究
メ
ル
ナ
リ
」
と
し
て' 
次
い
で
師
・
深
励
の
主
唱
す
る
三
証
一
理
を
あ
げ
る
が' 
さ
ら
に
「
露
命
ワ
ヅ
カ 
了
祥
に
站
け.5
『
募
異
抄
』
の
研
究 
-
四
七
一
四
入 
--
枯
草
ノ
身
ニ
カ
カ
リ
テ
」
の
語
に
つ
い
て
「
コ
レ
ハ
古
語
ヲ
御
取
リ
ナ
サ
レ
タ
様
二
見
エ
ル
ガ
、
 
未
其
元
ハ
不"
考
”得
、
其
義
八
命
ヲ 
露
ニ
タ
ト
へ
身
ヲ
枯
草
ニ
タ
ト
へ
、
身
モ
命
モ
老
イ
歳
ヨ
リ
テ
特
一
一
后
タ
ノ
ミ
ナ
イ
姿
ヲ
顕
シ
タ
モ
ノ'
依
テ
如
信
上
人
ノ
御
老
后
ノ
御 
撰
集
ト
云
コ
ト
ガ' 
コ
ノ
御
言
デ
顕
ハ
ル
、
也
」(
其
四)
と
述
べ
る
。
こ
の
如
信
晩
年
の
撰
述
説
は
深
励
の
考
証
を
一
步
す
す
め
た
も
の 
と
考
え
ら
れ
る
が' 
か
か
る
事
例
は
深
励
の
『
講
林
記
』
と
今
の
『
聞
記
』
と
を
比
較
す
れ
ば
極
め
て
明
瞭
で
あ
り
、
と
く
に
元
祖
門
下 
の
念
仏
義
に
つ
い
て' 
前
者
は
殆
ん
ど
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
に
対
し
、
後
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
点
は
、
注
意
す
べ
き
こ 
と
と
思
わ
れ
る
。
今
こ
れ
に
つ
い
て
『
聞
記
』
の
な
か
よ
り
資
料
を
抜
き
出
す
と
、
ま
ず
『
元
祖
ノ
御
伝
』(
『勅
修
御
伝
』)
を
は
じ
め 
『
十
巻
伝
』
・
『
黒
谷
伝
』
・
『
行
状
翼
賛
』
な
ど
の
伝
記
類
、
そ
れ
に
『
七
箇
条
起
請
文
』
・
『
一
言
芳
談
』
・
『
語
燈
録
』
、
あ
る
い
は
鎮
西 
の
『
伝
通
記
散
善
義
』
・
『
決
答
疑
問
鈔
』
・
『
決
疑
鈔
要
意
問
答
』
や
西
山
の
『
散
善
義
立
信
鈔
』
・
『
楷
定
記
』
、
そ
れ
に
堯
恵
の
『
選
択 
私
集
鈔
』
な
ど
を
あ
げ
る
。
な
お' 
こ
の
『
聞
記
』
に
は
初
め
に
「
浄
土
真
宗
ノ
相
承
ヲ
案
ズ
ル
ニ
」
と
し
て' 
す
で
に
深
励
の
講
録
に 
も
述
べ
ら
れ
る
通
り
『
選
択
集
』
の
「
生
死
之
家
以"
疑
為
一
一
所
止-
涅
槃
之
城
以
“
信
為
一
一
能
入­
」(
三
心
章)
に
も
と
ず
い
て
考
究
さ
れ
る 
が' 
了
祥
の
場
合
「
鎌
西
ハ
皮
ノ
如
ク
、
西
山
ハ
肉
ノ
如
ク
、
吾
祖
八
其
髄
ノ
如
ク
深
ク
念
仏
ノ
宗
意
一
ー
立
入
テ
御
相
承
ア
ラ
セ
ラ
レ
タ 
モ
ノ
ナ
リ
」
と
し
て
端
的
に
弁
別
す
る
と
共
に' 
さ
ら
に
九
品
寺
・
長
楽
寺
お
よ
び
一
念
義
に
つ
い
て
も
可
成
り
の
理
解
が
窺
わ
れ
る
。
 
と
こ
ろ
で
一
方' 
了
祥
は
元
祖
門
下
の
念
仏
義
の
研
究
に
お
い
て
、
大
部
な
『
異
義
集
』
を
編
述
し
た
が' 
今
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』
に 
は
右
書
よ
り
の
記
載
が
な
い
の
で
、
恐
ら
く
『
聞
記
』
の
講
ぜ
ら
れ
た
文
政
十
一
年
に
は
未
だ
『
異
義
集
』
は
完
結
し
て
い
な
か
っ
た
と 
思
わ
れ
る
。
し
か
し
『
聞
記
』
に
は
『
歎
異
抄
』
後
序
に
載
る
「
勢
観
房
念
仏
房
ナ
ン
ド
マ
フ
ス
御
同
朋
達
」
に
つ
い
て
「
勢
観
ハ
ー
枚 
起
請
デ
云
タ
聖
光
ト
腹
ガ
合
テ
勢
観
ノ
迹
八
鎮
西
ニ
ナ
リ
テ
シ
モ
フ
タ
也
」(
其
三)
と
あ
り' 
第
一
条
の
「
念
仏
申
サ
ン
ト
」
に
つ
い
て 
「
一
枚
起
請
デ
弁
ジ
タ
念
仏
ー
ー
四
通
ア
リ
、
 
ロ
デ
称
ル
ノ
ミ
念
仏
デ
ハ
ナ
イ' 
今
本
願
ノ
念
仏
ハ
ロ
称
ノ
念
仏
ヂ
ヤ
デ
念
仏
申
サ
ン
ト 
云
」(
其
十
三)
と
述
べ
る
と
こ
ろ
よ
り'
『
一
枚
起
請
文
』
の
研
究
を
踏
ま
え
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て' 
こ
の
『
起
請
文
』
に
つ
い
て
の
度
々
の
研
鑽
に
は
、
そ
れ
が
元
祖
の
説
か
れ
た
念
仏
往
生
の
至
極
で
あ
る
と
共
に
、
直
接
に
は
当
時
、
悪
人
正
機
に
対
す
る 
鎮
西
よ
り
の
論
難
が
あ
っ
た
事
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
聞
記
』
に
「
和
燈
四
十
一
二
黒
田
ノ
上
人
へ
ッ
カ
ワ
ス
御
文
ガ 
ア
ル
、
 
是
ヲ
誤
ッ
テ
黒
谷
ノ
上
人
ト
書
タ
ガ
ア
ル
ガ' 
義
山
ガ
考
二
西
国
ノ
黒
田
ト
云
処
二
元
祖
ノ
御
弟
子
在
テ
今
ー
一
モ
其
石
碑
ガ
残
テ 
居
ル
ト
云
コ
ト
、
借
其
御
文
二
罪
人
ナ
ホ
ム
マ
ル
何
況
ヤ
善
人
ヲ
ヤ
ト
ア
ル
、
サ
シ
当
テ
コ
レ
ガ
今
コ
ノ
章
ト
反
覆
シ
テ
ヲ
ル
」(
其
十
七) 
と
あ
り' 
こ
の
義
山
の
批
判
に
対
し
、
つ
い
で
「
首
書
一
一
モ
亀
洲
ノ
説
ニ
モ
ッ
ト
メ
テ
コ
ノ
会
通
ガ
設
テ
ア
ル
、
別
シ
テ
亀
洲
ノ
説
ハ
ヨ 
ク
聞
エ
タ
正
義
ナ
レ
ド
モ
、
コ
ト
ガ
略
ヂ
ヤ
デ
残
リ
多
イ
コ
ト
ガ
ア
ル
也
」
と
師
説
を
評
し' 
以
下
み
ず
か
ら
の
領
解
を
詳
し
く
述
べ
る 
今
そ
の
自
解
を
要
約
す
れ
ば
、
元
祖
が
善
人
往
生
を
い
わ
れ
た
の
は
「
乃
至
一
念
ト
説
タ
釈
迦
ノ
経
説
ガ
ッ
プ
レ
、
悪
人
正
機
ト
云
善
導 
ノ
相
承
ノ
釈
ガ
ツ
ブ
レ
」
て
ま
で
決
し
て
申
さ
れ
た
も
の
で
な
く
「
元
祖
御
在
世
二
最
早
一
念
義
ガ
起
テ
元
祖
ノ
御
破
門
ニ
ナ
リ
タ
」
と 
い
う
元
祖
門
下
の
動
静
を
具
体
的
に
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
強
調
す
る
。
か
く
て
了
祥
は
『
異
義
集
』
の
撰
述
に
精
進
し' 
そ
の
中
で 
主
と
し
て
成
覚
房
幸
西
・
法
本
房
行
空
の
「
一
念
ノ
異
義
」(
巻
一)
に
着
目
し
た
こ
と
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
幸
西 
の
一
念
義
を' 
行
空
の
場
合
と
同
じ
く 
一
概
に
異
義
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
、
恰
も
隆
寛
を
多
念
義
の
祖
と
す
る
こ
と
と
共
に' 
今
日 
で
は
認
め
ら
れ
な
い
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
了
祥
が
念
仏
相
承
の
正
義
を
領
解
す
る
た
め
、
元
祖
門
下
の
一
念
義
を
研
究
し 
て
「
往
生
ハ
ー
声
デ
済
厶
デ
、
 
余
計
ノ
念
仏
ハ
無
益
ト
云
ヒ' 
悪
人
正
機
ノ
本
願
ヂ
ヤ
デ
、
悪
ヲ
造
ル
ヲ
憚
ル
コ
ト
ハ
ナ
イ
、
悪
事
ス
ル 
ガ
却
テ
本
願
ノ
正
機
ヂ
ヤ
ト
勧
メ
立
タ' 
夫
ガ
末
燈
，
御
消
息
集
等
ヲ
ミ
レ
バ
」(
『聞
記
』)
と
し
て
、
宗
祖
の
御
消
息
を
注
視
す
る
。
か 
く
て' 
翌
年
『
末
燈
鈔
』
を
講
述
し
、
そ
の
時
の
筆
録
が
『
末
燈
鈔
聞
書
』
上
下
ニ
冊
で
あ
る
。
さ
て' 
こ
の
『
聞
書
』
に
よ
れ
ば' 
了
祥
は
『
末
燈
鈔
』
を
講
ず
る
に
当
り
、
ま
ず
『
御
消
息
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
今
、
御 
聖
教
ノ
中
二
御
消
息
集
ト
云
ガ
ニ
タ
通
り
ア
リ
、 
恐
ク
ハ
其
御
消
息
集
ヲ
再
度
ヒ
撰
ビ
分
ケ
サ
セ
ラ
レ
タ
ガ
此
末
燈
鈔
で
ア
ロ
ウ
カ
ト
思 
フ
」
と
も
「
此
書
、
末
文
一
ー
ハ
念
仏
成
仏
ノ
キ
モ
魂
ヒ
ナ
ド
、
仰
セ
置
レ
テ
ア
レ
バ
、
此
抄
コ
ソ
真
宗
ノ
奥
義
、
依
テ
方
便
モ
真
実
モ
ー 
了
祥
に
お
け
る
『
歎
異
抄
』
の
研
究 
一
四
九
一
五
〇 
ツ
ニ
集
メ
タ
御
消
息
集
ノ
中
カ
ラ
殊
更
末
ノ
燈
ト
ナ
ル
ベ
キ
物
ヲ
抜
出
シ
選
ブ
ガ
此
鈔
ト
思
べ
シ
」
と
し' 
更
に
ま
た
『
和
語
燈
録
』
と 
の
関
係
を
も
述
べ
る
。
も
っ
と
も
「
末
燈
鈔
」
の
題
名
は' 
現
存
最
古
の
乗
専
書
写
本
に
な
い
の
で' 
編
者
の
従
覚
が
付
し
た
も
の
と
は 
認
め
ら
れ
な
い
が
、
識
語
に
み
ら
れ
る
初
め
の
編
集
が
正
慶
二
年
四
月
二
十
五
日
で
あ
る
事
に
つ
い
て
「
廿
五
日
デ
元
祖
ノ
御
縁
日
ナ
レ 
バ
不
計
思
召
二
叶
フ
ヤ
ト
御
喜
ビ
ガ
ア
リ
」
と
も
「
此
従
覚
上
人
ハ
元
祖
ノ
御
命
日
二
書
キ
畢
セ
ラ
レ
タ
サ
へ
御
喜
ビ
ゝ
去
レ
バ
今
ノ
世 
ノ
訳
ナ
シ
二
思
フ
ト
ハ
大
違
也
」
と
評
し' 
つ
づ
い
て
「
今
此
末
ノ
燈
ト
云
其
燈
ハ
何
ゾ
、
自
力
ヲ
ス
テ
他
カ
ニ
帰
シ
念
仏
往
生
ス
ル
ガ 
燈
ビ
ノ
燈
ビ
タ
ル
処
也' 
之
ヲ
忘
レ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
也
、
去
レ
バ
ー
者
元
祖
ノ
実
意
ヲ
伝
へ
、
二
者
吾
祖
ノ
実
義
ヲ
顕
ス' 
末
ノ
世
ノ
燈
ビ 
ト
ナ
ル
ガ
此
書' 
其
御
意
ト
ハ
歎
異
鈔-
ー
ク
ラ
ベ
テ
思
フ
時
二
強
テ
コ
、
ニ
カ
、
り
合
フ
ト
云
事
デ
モ
ナ
イ
ガ
、
チ
ト
因
縁
ガ
有
テ
弁
ズ 
ル
」
と
し
て' 
以
下
に
『
西
方
指
南
抄
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。
さ
ら
に
『
末
法
燈
明
記
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
其
末
燈
鈔
ト
ハ
先
達 
テ
末
法
燈
明
記
ヲ
読
ダ
時' 
彼
是
弁
ジ
タ
如
ク
ヂ
ヤ
」
と
し
て
、
当
時
の
『
末
法
燈
明
記
』
研
鑽
の
程
も
察
せ
ら
れ' 
そ
の
の
ち
天
保
二 
(
ー
ー
ハ
三
こ
年
の
『
末
法
燈
明
記
講
義
』
一
巻
は
、
日
頃
の
『
燈
明
記
』
研
究
の
成
果
と
云
え
よ
う
。
 
な
お
『
末
燈
鈔
』
第
一
通
で
論
じ
ら
れ
る
有
念
無
念
に
つ
い
て
「
御
消
息
集
ノ
方-
一
此
有
念
無
念
ノ
争
ヒ
ノ
ヨ
ロ
シ
ク
ナ
イ
事
ノ
御
手 
紙
ガ
ア
リ' 
夫
ヲ
一
念
多
念
ト
組
デ
御
誡
メ
ナ
サ
レ
テ
ア
ル
」
と
し' 
さ
ら
に
「
都
テ
此
末
燈
鈔
・
御
消
息
ハ
ー
念
多
念
ノ
争
ヒ
ヲ
知
ラ 
ヒ
デ
ハ
弁
ゼ
ラ
レ
ヌ
」
と
述
べ
る
。
か
く
て
、
了
祥
は
『
末
燈
鈔
』"
『
御
消
息
集
』
は
も
ち
ろ
ん
『
歎
異
抄
』
領
解
の
上
に
も' 
異
義
発 
生
の
根
と
な
る
一
念.
多
念
の
両
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
異
義
関
係
の
資
料
考
証
に
力
を
注
が
れ
た
こ
と
は' 
そ
れ
が
当
時
と
し
て 
困
難
な
研
究
で
あ
る
だ
け
に' 
特
筆
す
べ
き
事
と
再
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三 
文
政
十
一
年
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』
は
第
九
条
ま
で
を
順
を
追
う
て
講
述
し
た
の
に
対
し' 
険
年
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』
に
は
「
此
鈔
第
十
章
二
出
ル
無
義
為
義
ノ
事
、
元
祖
ヨ
リ
御
相
承
デ
是
ガ
上
ニ
向
へ
バ
九
ケ
条
ノ
決
ス
ル
所
ガ
コ
ノ
無
義
為
義
、
下
一
一
向
へ
バ
ハ
ヶ
条
ノ
根 
ト
ナ
ル
ガ
此
ノ
無
義
為
義
」(
真
大
本
六
二
頁
下)
と
の
べ' 
各
条
に
亘
っ
て
は
第
十
の
無
義
為
義
章
よ
り
講
じ
、
し
か
も
達
意
的
に
述
べ 
て
あ
る
事
は' 
そ
の
内
容
・
表
現
に
お
い
て
両
『
聞
記
』
の
上
に
可
成
り
の
開
き
が
あ
る
事
を
知
り
う
る
。
こ
う
し
た
両
講
録
の
中
に
あ 
っ
て' 
さ
ら
に
了
祥
の
研
究
メ
モ
と
認
め
ら
れ
る
『
歎
異
鈔
明
証
』(
徳
厳
筆
写
・
長
栄
寺
蔵)
な
る
一
本
は
、
筆
録
年
時
が
記
し
て
な
い
が 
『
諺
草
』
や
『
和
訓
菜
』
な
ど
を
引
い
て
文
字
考
証
の
詳
し
い
こ
と
は
、
前
期
『
聞
記
』
に
よ
く
似
か
よ
り
、
ま
た
「
亀
水
師
十
八
章
票 
目
」
の
各
条
名
目(
但
し
『
聞
記
』
は
九
条)
が
第
五
条(
『
聞
記
』
で
は
「父
母
孝
養
章
」)
を
除
き
同
じ
で
あ
る
事
は
、
後
期
『
聞
記
』
の
条 
目
と
多
く
異
る
点
よ
り
考
え
て
も' 
こ
の
未
紹
介
の
『
歎
異
鈔
明
証
』
が
後
期
『
聞
記
』
よ
り
も
前
期
『
聞
記
』
の
時
期
に
近
い
こ
と
が 
窺
わ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
こ
ろ
既
に
了
祥
が
全
十
八
条
を
体
系
的
に
考
察
し
よ
う
と
し
た
意
図
が' 
次
の
如
き
「
票
目
」
の
列
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
ー
、
誓
願
不
思
議
章-
-
-
十
一' 
差
別
不
思
議
制
二
但
信
念
仏
章
十
二
、
経
論
学
解
制
ヽ
悪
人
正
機
章
十
三
、
禁
誇
本
願
制
四
、
 
二
門
慈
悲
章
—
五
、
 
念
仏
孝
養
章
六
、
 
弟
子
相
論
章
七
、
 
念
仏
無
碍
章 
ハ
、
非
行
非
善
章 
九
、
増
治
懈
怠
章
—
—
十
四' 
深
信
滅
罪
制 
十
五' 
即
身
開
覚
制 
十
六
、
常
恒
回
心
制 
十
七' 
胎
生
堕
獄
制 
—
十
八
、
施
量
分
報
制
了
禅
-!:
お
け
る
『
歎
異
抄
』
の
研
究
一
五
一
一
五
二
十
、 
無
義
為
義
章
と
こ
ろ
で' 
右
の
ご
と
き
師
訓
十
章
と
異
義
八
制
に
つ
い
て
、
晩
年
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』
に
は
「
祖
訓
ノ
十
条
モ
垂
誡
ノ
ハ
条
モ' 
皆 
此
ノ
無
義
為
義
へ
タ
、
ミ
込
ム
」(
真
大
本
七
九
頁
下)
と
述
べ
、
と
く
に
『
教
行
信
証
』
の
行
・
信
一
ー
巻
の
骨
髄
と
し
て
、
第
十
条
の
「
無 
義
ヲ
モ
テ
義
ト
ス
」
を
「
上
下
ノ
枢
」(
真
大
本
ハ
一
頁
上)
と
し
て
最
も
重
視
し
た
事
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
『
歎
異
抄
』
研
究
に
よ
る 
当
然
の
帰
結
に
は
違
い
な
い
が
、
さ
ら
に
私
に
は
今
一
つ
『
末
燈
鈔
』
の
研
究
に
も
起
因
す
る
と
推
察
す
る
。
す
な
わ
ち
『
末
燈
鈔
聞 
書
』
に
よ
る
と' 
第
二
通
と
第
五
通
の
両
通
に
の
る
「
義
ナ
キ
ヲ
義
ト
ス
」
に
つ
い
て
詳
細
に
亘
る
解
説
が
施
さ
れ
、
第
二
通
の
「
如
来 
ノ
御
チ
カ
ヒ
ナ
レ
バ
、
他
カ
ニ
ハ
義
ナ
キ
ヲ
義
ト
ス
ト
聖
人
ノ
オ
ホ
セ
ゴ
ト-
一
テ
ア
リ
キ
、
 
義
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
ヽ
ハ
カ
ラ
フ
コ
ト
バ
ナ
リ 
行
者
ノ
ハ
カ
ラ
ヒ
ハ
自
力
ナ
レ
バ
義
ト
イ
フ
ナ
リ' 
他
力
ハ
本
願
ヲ
信
楽
シ
テ
往
生
必
定
ナ
ル
ユ
へ
ニ
、
サ
ラ
ニ
義
ナ
シ
ト
ナ
リ
」
の
本 
文
に
つ
い
て
「
先
元
祖
ヲ
引
テ
自
力
ハ
義
也
、
他
力
ハ
無
義
也' 
無
義
為
義
デ
ニ
カ
ヲ
仰
セ
ラ
ル
ヽ
、
借
此
義
ナ
キ
ヲ
義
ト
ス
ト
云
事
、
 
歎
異
鈔
ニ
モ
弁
ジ
タ
ガ
未
ダ
心
残
リ
シ
タ
事
モ
ア
リ
、 
夫
ヲ
思
へ
バ̂
^
大
事
ノ
事
ヂ
ヤ' 
由
テ
今
此
ヲ
弁
ズ
ル
」
と
て
『
和
讃
』
，
『
御 
消
息
』
を
は
じ
め
『
念
仏
仮
名
法
語
』
・
『
一
言
芳
談
』
二
語
燈
録
』
二
黒
谷
伝
』
・
『
一
枚
起
請
文
』
な
ど
広
く
引
い
て
「
元
祖
デ
ハ
義
理 
ノ
事
、
吾
祖
デ
ハ
自
力
ノ
事
、
如
此
セ
ネ
バ
文
字
ガ
済
マ
ヌ
、 
乍
去
元
祖
ニ
ス
ベ
テ
計
ヒ
戒
ム
ル
義
モ
ア
リ
ゝ
吾
祖
一
一
学
問
戒
メ
ル
義
モ 
ア
リ' 
夫
ハ
互
二
通
ズ
レ
ド
モ
無
義
為
義
ト
云
言
ノ
上
ハ
ー
転
卜
知
ル
ベ
シ
」
と
元
祖
相
承
と
其
の
義
の
一
転
を
述
べ
る
と
共
に' 
さ
ら 
に
は
無
義
為
義
が
「
自
然
ト
云
事
、
 
其
落
込
ム
処
ハ
ー
ッ
デ
」
と
し
て
「
先' 
天
親
ノ
浄
土
論
、
総
ジ
テ
ハ
三
経' 
別
シ
テ
ハ
大
経
ノ
真 
実
ヲ
顕
ハ
シ
タ
論
デ
、
吾
祖
浄
土
真
宗
ト
名
乗
り
玉
フ
根
本
ノ
ヨ
リ
処
ガ
浄
土
論
、
其
浄
土
論
二
廿
九
種
荘
厳
ヲ
顕
ハ
ス
ニ
皆
悉
ク
不
可 
思
議
ト
云
義
へ
追
込
ン
デ
ア
ル
ヂ
ヤ
」
に
は
じ
ま
り' 
以
下
く
わ
し
く
三
経
，
七
祖
の
伝
統
を
講
述
し' 
つ
い
で
義
に
つ
い
て
四
義
を
あ 
げ
、
 
ー
に
「
計
義
ノ
義
」
・
二
に
「
造
作
ノ
義
」
・
三
に
「
学
解
ノ
義
」
・
四
に
「
斟
酌
ノ
義
」
を
夫
人
に
説
明
す
る
。
と
こ
ろ
で' 
了
祥
の
『
聞
書
』
は
慧
琳
の
『
末
燈
鈔
離
』
を
主
に
参
照
し
「
亀
陵
ノ
離
」
・
「
亀
陵
ノ
説
」
と
称
し
て
多
く
引
用
す
る
が
そ
の
所
説
を
も
時
に
は
可
成
り
強
く
批
判
す
る
。
こ
の
ほ
か
恵
空(
一
六
四
四
〜
一
七
ー
ニ)
の
『
叢
林
集
』
や
月
筌(
一
六
七
ー
〜
一
七
二 
九)
の
『
真
宗
関
節
』
、
あ
る
い
は
父
・
義
陶(
一
七
四
〇
〜
一
ハ
ニ
ー(
列
伝)
)
の
説
や
高
田
派
・
恵
海
(
一
七
〇
七
〜
一
七
七
ー)
の
説
を 
も
参
考
す
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
特
に
第
五
通
の
所
謂
「
自
然
法
爾
章
」
に
つ
い
て
、
そ
の
大
意
を
述
べ
る
に
「
亀
陵
師
ノ
離
一
ー
黒
谷
伝 
二
十
一
巻
ヲ
引
テ
元
祖
ノ
仰
セ
ニ
法
爾
道
理
ト
云
事
ガ
ア
ル' 
火
ハ
自
ラ
空
ニ
登
リ' 
水
ハ
自
ラ
下
リ
様
二
流
レ
、
梅
ハ
ス
ク
柿
ハ
甘
ク 
誰
シ
タ
デ
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
天
然
ト
ソ
ウ
ヂ
ヤ
、
弥
陀
ノ
本
願
念
仏
ス
レ
バ
助
ケ
ン
ト
ア
ル
デ
念
仏
ス
レ
バ
来
迎
ハ
法
爾
ノ
道
理
ヂ
ヤ
ト
ア 
り
、
恐
ク
ハ
此
御
相
承
歟
ト
云
ハ
レ
タ' 
高
田
ノ
恵
海
モ
之
ヲ
引
タ
、
今
考
ヘ
テ
見
ル
ー
一
少
シ
師
ガ
違
フ
、
元
祖
ノ
仰
セ
ハ
念
仏
ス
レ
バ 
来
迎
ガ
自
然
ヂ
ヤ
卜
云
事' 
吾
祖
八
信
ズ
ル
念
ズ
ル
モ
往
生
モ
皆
他
カ
ト
被
仰
、
 
乍
去
彼
ノ
義
ナ
キ
ヲ
義
ト
ス
モ
元
祖
デ
ハ
義
八
学
問
ノ 
事
、
 
吾
祖
デ
ハ
義
八
ス
ベ
テ
計
ヒ
ノ
事
一
転
シ
テ
出
ル
、
去
バ
此
自
然
モ
元
祖
デ
ハ
転
ジ
テ
仰
セ
ラ
ル
、
ガ
夫
ハ
知
レ
ヌ' 
頭
カ
ラ
合
ヌ 
時
二
元
祖
ノ
法
爾
道
理
ノ
御
教
化
、
離
対
法
論
ナ
ド
ヲ
引
テ
ア
ル
ガ
夫
ハ
合
ハ
ヌ
」
と
し
て
、
そ
の
あ
と
自
然
と
い
う
事
に
つ
い
て
論
じ 
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一;
第
五
通
の
講
述
よ
り
「
義
ナ
キ
」
の
義
に
つ
い
て' 
元
祖
と
宗
祖
の
場
合
に
は
内
容
の
上
で
異
る
事
を
主
張 
す
る
が
、
な
か
ん
ず
く
元
祖
の
場
合
、
第
一
通
の
講
述
で
元
祖
が
「
学
問
沙
汰
ハ
止
メ
テ
念
仏
バ
カ
リ
デ
御
暮
シ
ナ
サ
レ
タ
モ
ノ
、
由
テ 
色
々
ノ
沙
汰
ハ
鎮
西
ハ
鎮
西' 
西
山
ハ
西
山
、
手
前
ノ
考
へ
ガ
多
ヒ
」
と' 
門
下
の
学
解'
靜
論
に
注
目
さ
れ
た
事
は
、
如
何
に
も
了
祥 
ら
し
い
考
察
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
『
末
燈
鈔
聞
書
』
で
は
、
元
祖
に
お
け
る
「
無
義
」
の
義
を
「
吾
祖­
一
来
リ
テ
ハ
其
義
理
ヲ
ー
ッ
転
ジ
テ
ー
ト
弘
ゲ
弘
ゲ
テ
向
ノ 
相
手
ガ
不
思
議
ノ
本
願
ヂ
ヤ
デ
、
 
夫
ニ
立
向
フ
行
者
モ
異
議
ト
思
ヒ
斗
フ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ' 
不
思
議
ヲ
不
思
議
ト
信
ズ
ル
ヂ
ヤ
デ
計
ヒ
ノ
ナ 
ヒ
事
ニ
シ
テ
仰
セ
ラ
ル
」
と
宗
祖
へ
の
展
開
を
述
べ
る
が
、
さ
ら
に
同
書
に
お
い
て
、
第
六
通
を
講
ず
る
な
か
に
『
後
世
物
語
』
を
は
じ 
め
『
唯
信
鈔
』
・
『
自
力
他
力
事
』
に
「
皆
、
他
力
仏
カ
デ
往
生
ス
ル
ト
云
事
ガ
云
テ
ア
ル
ヂ
ヤ
、
由
テ
如
来
ノ
御
計
ヒ
ー
一
テ
往
生
ス
ル
ヨ
シ 
唯
信
鈔
ヤ
自
力
他
力
ナ
ン
ド
聖
覚
ヤ
隆
寛
ナ
ド
、
云
人
・
ガ
申
サ
レ
候
ヒ
ケ
ル
」
と
し' 
ま
た
元
祖
の
「
浄
土
宗
ノ
ヒ
ト
ハ
愚
者
ニ
ナ
リ 
了
祥
に
お
け
る
『
歎
異
抄
』
の
研
究 
一
五
三
番
 
テ
住
生
ス
」
と
い
う
仰
せ
に
つ
い
て
「
愚
癡
無
智
デ
ア
リ
乍
ラ
目
出
度
往
生
ス
ル
ハ
如
来
ノ
御
計
一
一
違
ヒ
ナ
ヒ' 
今
愚
癡
無
智
ノ
者
ノ
目 
出
度
往
生
ス
ル
デ
他
カ
ノ
御
計
ヒ
ト
云
事
ヲ
能
ク
知
レ
卜
云
事
ヂ
ヤ
」
と
し
て' 
愚
癡
の
者
が
如
来
・
仏
力
，
他
力
の
御
計(
「義
ト
ス
」
 
の
義)
に
よ
っ
て
浄
土
へ
往
生
す
る
こ
と
を
述
べ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
の
『
歎
異
鈔
聞
記
』
に
『
末
燈
鈔
』
第
六
通
の
意
を
通 
し
て
「
愚
癡-
ー
力
へ
リ
テ
往
生
ス
ル
ヲ
無
義
為
義
ト
イ
フ
ナ
リ
」(
真
大
本
七
四
頁
上)
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
晩
年
の
『
聞
記
』 
を
う
か
が
う
と
、
そ
の
『
聞
記
』
が
当
時
と
し
て
は
稀
に
み
る
広
範
に
し
て
厳
密
な
研
究
で
、
そ
れ
だ
け
に
了
祥
の
苦
労
の
ほ
ど
が
偲
ば 
れ
る
も
の
で
あ
る
が' 
と
く
に
師
訓
と
異
義
の
対
応' 
な
か
ん
ず
く
第
十
条
に
関
し
て
「
元
祖
ハ
三
心
ヲ
要
ト
シ' 
聖
覚
ハ
唯
信
ヲ
要
ト 
シ
、
吾
祖
亦
唯
信
ヲ
要
ト
ス
ル' 
マ
コ
ト
ニ
水
モ
漏
ラ
ヌ
、
然
レ
バ
元
祖
相
承
ノ
法
門
ハ
唯
信
唯
称
ニ
シ
テ
、
義
ナ
キ
ヲ
義
ト
ス
ル
、
コ 
レ
ガ
決
択
ナ
リ' 
ソ
コ
デ
コ
ノ
第
十
章
ヲ
広
ク
ミ
ル
ト
、
車
ノ
真
棒
前
九
章
モ
コ
ヽ
へ
落
込
ミ' 
後
ハ
章
モ
コ
ヽ
へ
落
込
厶
、
コ
レ
ガ
私 
ノ
大
科
ノ
自
慢
」(
真
大
本
ニ
ー
〜
ニ
ニ
頁)
と
述
べ' 
さ
ら
に
異
義
の
体
を
誓
名
別
信
と
専
修
賢
善
に
お
い
て
と
ら
え
『
御
消
息
集
』
の 
研
究
(
『
弁
御
消
息
集
』)
か
ら
「
全
体
コ
レ
ガ
御
消
息
ニ
ア
ル
一
念
ノ
靜
ヒ
ト
云
フ
コ
ト' 
ソ
ノ
化
ケ
タ
ガ
誓
名
別
信
ナ
リ' 
多
念
ノ
化
ケ 
タ
ガ
専
修
賢
善
ナ
リ' 
依
テ
今
此
ノ
異
義
ノ
誡
メ
ノ
体
ヲ
ニ
ッ
ト
ミ
ル
、
第
一
，
第
二
章
八
誓
名
別
信
ノ
誡
メ
ゝ
第
三
・
第
四
章
八
専
修 
賢
善
ノ
誡
メ'
後
ノ
四
章
ハ
ニ
執
ノ
中' 
マ
ゼ
コ
ゼ
ー
ー
シ
テ
出
シ
タ
モ
ノ
」(
真
大
本
ニ
ニ
頁
上)
明
示
さ
れ
た
事
は
、
今
日
『
歎
異
抄
』 
を
学
ぶ
上
に
良
き
手
引
で
あ
る
と
同
時
に
、
 
私
に
は
了
祥
の
行
っ
た
研
究
方
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
知
り
え
た
範
囲
に
お
け 
る
だ
け
で
も
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
る
。
